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研究要旨  

 日本におけるパレコウイルス3型 (HPeV3) 脳炎・脳症の実態調査をおこなった。HPeV3感染

症の患者241例中35名で中枢神経感染症の診断がなされ、2次調査結果を行った結果、32名の新

生児及び乳児患者についての臨床結果が得られた。MRI検査で何らかの所見を認めた症例が17

例（MRI陽性群）、MRI検査実施も所見を認めなかった症例が6例（MRI陰性群）、MRI検査が行わ

れなかった症例（MRI未実施群）が9例であった。MRI陽性群では4例で後遺症を認め、けいれん

と脳波異常頻度の高いことが特徴的であった。またMRI陽性群、陰性群に関わらず肝逸脱酵素上

昇、血液凝固能の異常、血清フェリチンの上昇、尿中β2ミクログロブリン上昇が認められた。

血清フェリチン・尿中β2ミクログロブリン上昇は炎症性サイトカインの上昇を強い関連のあ

ることが知られいること、髄液中細胞増多を認めなかったことなどから、HPeV３による神経症

状は高サイトカイン血症に関連する急性脳症であることがし示唆された。 

 
 
Ａ．研究目的 
 近年，数年毎の周期でヒトパレコウイルス感
染症（特に 3型：HPeV3）の国内流行がみられる。
文献上はあらゆる年齢で感染症状を認めるが、
特に新生児および乳児期早期の罹患では全身性
の感染に伴って急性脳炎／急性脳症を発症する
ことが知られており、感染後に頭部 MRI 画像上
の変化および後遺症を呈するといった報告が散
見される。そこで今回我々は日本における HPeV3
脳炎・脳症の実態調査をおこない、臨床的およ
び画像的特徴、発達予後等を明らかにする。 
 
Ｂ．研究方法 
 日本周産期・新生児医学会において登録され
ている新生児研修施設及び日本小児科学会研修
施設及び支援施設（合計 837 施設）に対して、
ヒトパレコウイルス 3 型による感染症、脳炎・
脳症についての 1 次調査をおこない、該当症例
が存在している場合にさらに詳細な 2 次調査を
おこなった。 
（倫理面への配慮） 

 2次調査については個人情報を連結可能な状態
での匿名化処理された情報を集計し取り扱った。
分担研究者施設では病院 IRB 審査を受けて承認
を受けた（承認番号 16－060－2） 
 

Ｃ．研究結果 
 合計 837 の日本小児科学会認定研修施設及び
日本周産期新生児学会認定研修施設に対して 2
段階のアンケート調査を行ったところ 456 施設
（54.5％）からの回答が得られ，241 症例の
HPeV3 感染症の患者を確認、更にそのうちの 35
名で中枢神経感染症の診断がなされ、そのうち
の32名の新生児及び乳児患者についての2次調
査結果が得られた。MRI検査で何らかの所見を認
めた症例が 17例（MRI 陽性群）、MRI 検査実施も
所見を認めなかった症例が 6 例（MRI 陰性群）、
MRI 検査が行われなかった症例（MRI 未実施群）
が 9 例であった。身体所見上は MRI 陽性群では
他の 2 群との比較でけいれん症状が多い傾向を
認めた。特徴的な皮疹は 3 群で認められたが、
陽性率は高くはなかった（22－50％）。髄液細胞



数増多は 3 群すべてでほとんどみられない傾向
にあった。血液検査では MRI 陽性群と陰性群で
類似の傾向を認め、特に肝逸脱酵素上昇、血液
凝固能の異常、血清フェリチンの上昇、尿中β2
ミクログロブリン上昇を認めた。脳波検査では
MRI 陽性群で異常所見が多く認められた。MRI 陽
性群の特徴として、両側性、深部白質領域に T2
延長もしくは拡散強調画像で拡散低下を認める
症例が多く、発症後 0.5 から 24 ヶ月後のフォロ
ーアップの画像検査でも 17 例中 10 例で所見の
残存が認められた。後遺症の評価は 4から 33 ヶ
月後の評価において 4 例で神経学的な後遺症を
認めていた。その他 MRI 未実施群の 1 例で難聴
を認めた。 

 
Ｄ．考察 
 HPeV3 感染症の診断はウイルス学的な結果に
よってなされるために早期の診断は困難である
が、乳児期早期以前の発熱性疾患において身体
所見上特徴的な皮疹を認めた場合には流行も踏
まえて HPeV3 の感染症を念頭に入れる必要があ
る。MRI所見の有無には中枢神経感染症状として
けいれんが判断に有用な可能性がある。また意
識障害は年齢的に判断が困難であるため、脳波
の異常を参考に MRI 検査を考慮すべきである。
MRI陽性群と陰性群を問わず、肝逸脱酵素上昇、
血液凝固異常、血清フェリチン高値、尿中β2ミ
クログロブリン高値を認めていたが、これらの
検査データは TNFαやインターフェロンγとい
った炎症性サイトカインの上昇を示唆すること
が知られており、髄液細胞数増多がないことや、
血液から髄液にウイルスが漏出するという報告
からも、これら炎症性サイトカインの上昇は新
生児期および乳児期早期の MRI 所見を呈さない
HPeV3 重症感染症だけでなく MRI 画像で特徴付
けられる HPeV3 脳炎／脳症の病態にも共通して
関与している可能性が考えられた。 
 
Ｅ．結論 
 高サイトカイン血症が新生児期および乳児期
早期の MRI 所見を呈さない HPeV3 重症感染症だ
けでなく MRI 画像で特徴付けられる HPeV3 脳炎
／脳症の病態にも共通して関与している可能性
があり、直接的なサイトカイン測定をおこない
確認していく必要がある。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 
1. 特許取得 
2. 実用新案登録 
3.その他 
 該当事項なし 
 
 
 



 


